テート美術館の至宝　「ラファエル前派展」
―　それは懐古か、反逆か？　－
森アーツセンターギャラリー（東京・六本木）　　2014.1.25〜4.6
　「ラファエル前派」は、約170年前に英国王立美術院で学んでいた若手画家の「ロセッティ」「ミレイ」「ハント」ら７人が、頂点とみなした当時の美術教育に反抗して、その古典的な形式よりも「ラファエロ」前の時代の創作に対する、純粋で誠実な姿勢を追求した“英国美術の若き革命家たち”である
　彼らは、“見たままをありのまま描く”という徹底した自然描写に取り組んで、
自然の風景だけでなく宗教画においても人物や場面を写実的に描いている。
　本展では、英国アート界に大旋風を起こしたこれらの絵画と、その後の展開を「テート美術館」の名品「72点」を通して鑑賞しようという企画である。
目玉は、「ロセッティ」の＜プロセルピア(部分)＞（ポスターの写真　1874年）、「ミレイ」の＜オフィーリア(部分)＞、「ハント」の＜良心の目覚め＞などで、それぞれ美しい女性モデルの競演が注目される。「ロセッティ」の作品をよく見ると、黒髪に顔のラインはシャープでエキゾチックな雰囲気が漂って、マドンナのような微笑みはなくて、“それまでにはないタイプの美女”を描いている。
再来日した「ミレイ」の代表作＜オフィーリア＞(写真右　1851〜52年)は、シェークスピア戯曲「ハムレット」に登場する姿で、川辺の景色は実景で花も品種を特定でき、写真と見違えるほどのリアルな自然描写で描かれている。　　
この若い女性をモデルにして溺死する「オフィーリア」の姿を描いた作品は、「英国美術最高峰」とされて、文豪「夏目漱石」も＜草枕＞の中でこの絵に触れているためか、文学好みの日本人ファンが数多く存在するとされている。
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